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頁 行 誤 正 

はじめに 上２ 「家屋耐震並台風構造」 「家屋耐震並耐風構造」 
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33 図 2.2.6 

 

 

33 図 2.2.7 

  

54 図 3.2.2 粘性減衰 粘性減衰 Cij 

87 下 9 XG：地動変位（m） XG：地動変位（m） 

135 上 15～17 

(ⅱ)柱の曲げ耐力（鋼管柱） 
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(ⅱ)柱の曲げ耐力（角型鋼管柱） 
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136 上 3 最大塑性率を示す． 
最大塑性率（部材の最大変形／弾

性限変形）を示す． 

153 表 7.8.1 K（層）/(Ｐ/Ｈ) (Ｐ/Ｈ) /K（層） 

159 上 8 

頂部水平変形時刻歴および頂部最

大加速度について，両者の比較を示

す． 

頂部水平変形時刻歴および頂部最

大加速度について，図 7.9.5 に両

者の比較を示す． 



188 下 8 圧縮耐力と引張り耐力（ｋＮ） 等価剛性(ｋＮ/mm) 

217 上 6 減衰 D1 のモデルである。 減衰 D3 のモデルである。 

230 下 9 中央たわみδ 先端たわみδ 

240 付図 5.2.2      txtxtx GGG    321       txtxtx GGG   

 

 


